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研究課題名「妊娠中のプラチナ製剤投与による胎児と母体のプラチナ蓄積の比

較および排出経路に関する研究」に関する情報公開 
 
１．研究の対象 
・妊娠中に発見された進行子宮頚癌患者およびその新生児 

・妊娠週数は26週以下(胎児の子宮外での未熟性が強いことが想定される週数)で初めて

診断された患者 

・妊娠中のプラチナ製剤を含む化学療法に同意が得られ、1回以上の化学療法を妊娠中に

受けた患者 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 
女性の社会進出に伴い、晩婚化・晩産化が進んでいる。一方で、悪性腫瘍、特に子宮

頚癌の若年化が進んでおり、妊娠年齢と子宮頚癌発症のピークが重なる傾向にある。

若年者の子宮頚癌受診率は低く、妊娠中のスクリーニング細胞診を契機に子宮頚癌と

診断されることも珍しくない。妊娠中に発見される浸潤癌の頻度は、妊娠 10,000当た
り 1-12件と報告されている。 
妊娠中に診断された悪性腫瘍の治療方針は、妊娠週数による児の未熟性評価、悪性腫

瘍の進行期および患者の意向により大きく異なる。通常、子宮外での生存が可能な時

期になっている場合には、原則的に胎児を娩出後に速やかに治療を開始する。一方、

胎児の子宮外生存が不可能な時期に診断された場合には、①妊娠を終了し根治治療を
行う、②厳重な経過観察を行い、胎児娩出後に治療を行う、③妊娠を継続したまま化
学療法を行い、妊娠週数の延長後に児を娩出するという方針がとられることが多い。 
 
研究方法： 
妊娠中にプラチナ製剤を含む化学療法を受けた妊婦およびその新生児について、母児

の組織を比較検討することで、胎盤を介した胎児へのプラチナ製剤の移行量を明らか

にできる。具体的には、母児の毛髪中に含まれるプラチナ蓄積量を比較することで、

母体血中から胎盤を介した胎児への移行が抑制されているのか、促進されているのか

を明らかにすることを目的としている。また、新生児の排泄物中のプラチナ濃度の推

移を検討することにより、新生児におけるプラチナ製剤の主な排出経路を確認するこ

とが出来る。 
 



 

 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2027年 3月 31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報：年齢、BMI、既往歴、妊娠出産歴、不妊治療歴、分娩時出血量、分娩方法、分娩誘

発の有無、癒着胎盤の有無、胎盤重量、児の妊娠中の発育状況、胎児発育不全の有無、児

の出生体重、悪性腫瘍の種類および組織型、進行期、使用した化学療法の種類および容

量、化学療法による奏功率、予後情報。 

試料：腫瘍組織、母体血液、胎盤組織、臍帯血、臍帯、母児の毛髪、羊水 

 
４．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
  名古屋大学医学部医附属病院 産婦人科 
  担当：玉内 学志 
  住所：名古屋市昭和区鶴舞町65番地 
  電話番号：052-744-2261 
 
名古屋大学医学部附属病院 産婦人科学教室 教授 梶山広明 


